
地域課題解決のための人流データ利活用の手引き改訂版の公開について

令和３年度に公開した利活用の手引きの改訂版を国土交通省HPにて掲載。
本手引きは、人流データの選定・取得から利活用・提供に至るまでのポイントや具体的なユースケースなど
をまとめたもの。ユーザーから、最初にこれだけを学べば人流データ活用が円滑に進むポイントや計測の種類
毎のメリット・デメリット、その他最新動向を盛り込んでほしいとの声が多数寄せられ改訂した。
【改訂のポイント】
①人流データ基礎編の充実と再編
人流データの活用に取り組む方に向けて、まずこれだけは読んでいただきたいという内容
に絞って記載を充実させ、かつ簡潔にまとめた。
②ユースケースの追加
初版公開時より2年が経過し、掲載した自治体の人流データ活用の進捗や防災・不
動産分野などでの新たな活用方法が出てきたことからユースケースを追加。
③個人情報およびプライバシー保護に関する追記
より高精度、高付加価値な人流データの開発が進む中、個人情報保護委員会の新
たなQ＆Aを追記するなどの最新の検討状況やガイドラインを踏まえた内容に更新。

改訂版手引きの構成

【新たなユースケース】
例：令和6年能登半島地震における人流データ活用

【活用に迷わないチェックリスト】 【人流データの構造理解】
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